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秋

期

巡

教
の

ご

案

内

お

稚

児

さ

ん

募

集

高

町

別

院

　

禅

会

の

ご

案

内

「
白
隠
禅
師

　
二
五
〇
年
遠
諱
慶
讃
」

　

毎
年
十
月
に
開
か
れ
る
「
奥
山
半
僧
坊
大
祭
」
の
行
事
の
な

か
に
、
渡
御
行
列
が
あ
り
ま
す
。
稚
児
の
衣
装
を
着
て
保
護
者

の
方
と
と
も
に
行
列
に
加
わ
り
ま
す
。
半
僧
坊
の
御
加
護
を
い

た
だ
き
、
お
子
様
の
一
生
涯
を
通
じ
た
記
念
と
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
五
日
（
日
）

場　

所　

大
本
山
方
広
寺
（
奥
山
半
僧
坊
）

参
加
費　

四
千
三
百
円
よ
り（
レ
ン
タ
ル
品
に
よ
り
変
動
し
ま
す
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
は
、

方
広
寺
☎
〇
五
三
―
五
四
三
―
〇
〇
〇
三（
涌
出
・
松
原
）ま
で
。

平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

高
町
に
あ
り
ま
す
別
院
・
正
福
寺
に
て
、
毎
月
第
四
土
曜
日

に
禅
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
夕
方
五
時
よ
り
管
長
猊
下
に
よ

る
提
唱
、
六
時
頃
よ
り
坐
禅
を
行
い
ま
す
。
月
に
一
度
は
静
か

に
坐
っ
て
、
心
を
調
え
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
に

は
説
明
を
し
ま
す
の
で
、
十
分
前
に
は
ご
集
合
下
さ
い
。

　

 

6
月
24
日　

7
月
22
日　

8
月…
休
講

　

 

9
月
16
日　

10
月
28
日　

11
月
25
日

＊
い
ず
れ
も
午
後
五
時
よ
り
午
後
七
時
頃
ま
で

＊
9
月
の
み
、
第
三
土
曜
日
開
催
と
な
り
ま
す

＊
中
止
の
場
合
に
は
別
院
・
正
福
寺
の
掲
示
板
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す

　

本
年
も
左
記
の
と
お
り
秋
期
巡
教
が
行
わ
れ
ま
す
。
仏
教
・
禅
の
教

え
を
布
教
師
の
和
尚
様
が
、わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

菩
提
寺
の
檀
信
徒
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
お
知
り
合
い
の
方
々
も
お

誘
い
合
わ
せ
て
聴
講
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

講
師　

南
禅
寺
派　

宝
泉
寺
住
職　
　
　

藤
本
大
器 

師

演
題　
「
当
処
す
な
わ
ち
蓮
華
国
」

9
月
26
日（
火
） 

午
前
十
時 

浜
松
市
北
区
引
佐
町 
方
広
寺

 

午
後
二
時 

浜
松
市
北
区
引
佐
町 
定
林
寺

 

午
後
七
時 

浜
松
市
北
区
引
佐
町 

長
興
寺

9
月
27
日（
水
） 

午
前
十
時 

新
城
市
井
代 

宝
珠
院

 

午
後
二
時 

浜
松
市
北
区
根
洗
町 

龍
保
寺

9
月
28
日（
木
） 

午
前
十
時 

浜
松
市
天
竜
区
熊 

光
雲
寺

 

午
後
二
時 

浜
松
市
浜
北
区
宮
口 

庚
申
寺

9
月
29
日（
金
） 

午
前
十
時 

浜
松
市
東
区
中
郡
町 

慶
福
寺

 

午
後
二
時 

浜
松
市
浜
北
区
内
野 

福
応
寺

9
月
30
日（
土
） 

午
前
十
時 

浜
松
市
中
区
助
信
町 

善
信
寺

 

午
後
二
時 

浜
松
市
中
区
向
宿 

寿
量
院

10
月
1
日（
日
） 

午
前
十
時 

浜
松
市
南
区
西
町 

林
泉
寺

 

午
後
二
時 

浜
松
市
東
区
大
蒲
町 

光
禅
寺

10
月
2
日（
月
） 

午
前
十
時 

浜
松
市
南
区
増
楽
町 

増
楽
寺

 

午
後
二
時 

浜
松
市
西
区
雄
踏
町 

自
保
院

10
月
3
日（
火
） 

午
後
十
時 

浜
松
市
中
区
富
塚
町 

法
林
寺

 

午
後
二
時 

浜
松
市
西
区
舞
阪
町 

宝
珠
院

平  成 ２９  年

あ な た の 菩 提 寺 の 山 門 施 餓 鬼 は

　  月 　  日  午 　 　  時 か ら で す

お 誘 い 合 わ せ ご 参 詣 下 さ い 　 　

前
後

◎
開
教
日
程
表

◎
禅
会
日
程（
予
定
）

と  

ぎ
ょ

「
福
無
尽
」

方
広
寺
派
管
長

　
　
大
井
際
断
老
大
師

　

本
年
は
我
が
臨
済
禅
の
中
興
の

祖
と
仰
が
れ
て
い
る
白
隠
禅
師
の

二
五
〇
年
御
遠
諱
の
正
当
年
で
あ

り
ま
す
。
昨
年
か
ら
本
年
に
か
け

て
臨
済
宗
各
派
及
び
黄
檗
宗
が
、

あ
げ
て
慶
讃
記
念
行
事
及
び
法
要

を
お
勤
め
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

管
長
猊
下
御
揮
毫
の
「
福
無
尽
」

は
白
隠
禅
師
坐
禅
和
讃
に
あ
る
「
辱

な
く
も
此
の
法
を　

一
た
び
耳
に

ふ
る
る
時　

讃
歎
随
喜
す
る
人
は

　

福
を
得
る
こ
と
限
り
無
し
」
を

一
語
で
お
示
し
賜
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
盆
は
、
白
隠
禅
師
の

お
諭
し
を
胸
間
に
抱
い
て
お
迎
え

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

か
た
じ
け

さ
と



　

今
年
は
「
臨
済
宗
中
興
の
祖
」
と
呼
ば
れ
る
白
隠
禅

師
が
遷
化
（
お
亡
く
な
り
に
な
る
こ
と
）
さ
れ
て
、
二

百
五
十
年
に
な
り
ま
す
。
方
広
寺
派
で
は
去
る
三
月
〜

四
月
に
か
け
て
、
白
隠
禅
師
が
開
山
と
な
る
三
島
・
龍

澤
寺
へ
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
と
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

白
隠
禅
師
は
駿
河
（
静
岡
県
沼
津
市
原
）
の
人
で
、

十
五
歳
で
地
元
の
松
蔭
寺
で
出
家
し
、
慧
鶴
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
諸
国
行
脚
の
後
、
信
濃
飯
山
の
正
受
老

人
の
も
と
で
大
悟
。
禅
師
は
そ
の
生
涯
で
「
大
悟
十
八

度
、
小
悟
そ
の
数
を
知
ら
ず
」
と
い
わ
れ
、
悟
後
の
修

行
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
自
ら
の
悟
り
の
体
験

か
ら
、「
公
案
」（
禅
の
問
題
）

の
体
系
化
を
成
し
遂
げ
ま
す
。

臨
済
宗
の
修
行
僧
は
、
師
匠
か

ら
与
え
ら
れ
た
公
案
に
参
究
す

る
こ
と
で
修
行
を
進
め
る
の
で

す
が
、
そ
の
体
系
化
を
図
っ
た

の
が
白
隠
禅
師
な
の
で
す
。
方

広
寺
の
管
長
猊
下
を
は
じ
め
、

方
広
寺
で
は
、
鎮
守
・
奥
山
半
僧
坊
大
権
現
の
大

祭
を
毎
年
十
月
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
左
記
の
よ
う
な
日
程
で
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

津
軽
三
味
線
の
演
奏
や
、
投
げ
餅
な
ど
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。

（
当
日
は
入
山
無
料
・
堂
内
拝
観
の
み
有
料
と
な

り
ま
す
）

　

■
開
催
日

　
　

十
月
十
五
日
（
日
）
十
時
〜
十
六
時

　
　
　

＊
少
雨
開
催

　

■
大
祭
日
程

　
　

十
時　
　

大
祭
大
祈
祷
・
神
楽
奉
納

　
　

十
二
時　

稚
児
祈
祷

　
　

十
三
時　

渡
御
・
稚
児
行
列

　
　
　
　
　
　

御
旅
所
到
着
後
、
神
事
・
放
生
会

（
奥
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　

十
四
時　

子
ど
も
神
輿
お
ね
り

　
　

十
五
時　

津
軽
三
味
線
・
吹
奏
楽

（
本
堂
前
・
予
定
）

　
　

十
六
時　

投
げ
餅
（
本
堂
前
）

川
を
渡
り
龍
潭
寺
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
、
三
日
後
に
白
隠
禅
師
は
、
二
三
の
供
を
伴
い
隣

村
の
金
指
実
相
寺
を
訪
問
、
実
相
寺
龍
渓
和
尚
は
白
隠

禅
師
と
修
行
時
代
か
ら
の
旧
識
で
あ
り
、
そ
の
弟
子
大

拙
は
禅
師
の
鉗
鎚
を
受
け
た
御
縁
が
あ
り
話
も
弾
み
一

泊
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
帰
ろ
う
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
夜
半
か
ら
の
豪

雨
で
谷
津
川
の
板
橋
が
流
さ
れ
て
い
て
、
止
む
な
く
水

勢
の
弱
ま
り
を
待
ち
、
夕
刻
に
な
っ
て
人
の
肩
を
借
り

て
や
っ
と
川
を
渡
り
、
龍
潭
寺
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。

　

数
日
の
う
ち
に
二
度
も
橋
の
な
い
危
険
な
渡
河
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
こ
の
地
の
人
々
が
多
大
な
難
儀
を
強
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
白
隠
禅
師
は
、
翌
日
、
高

座
台
に
上
る
と
聴
衆
の
善
男
善
女
に
「
日
々
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
川
に
橋
を
架
け
る
の
は
、
お
互
い
に
善
縁

を
結
び
、
徳
を
積
む
に
最
た
る
も
の
じ
ゃ
、
遠
近
の
緇

素
（
出
家
と
俗
人
）
が
力
を
合
わ
せ
、
日
を
か
け
て
浄

財
を
募
れ
ば
、
必
ず
落
成
の
日
が
迎
え
ら
れ
る
。」
と
、

早
速
に
化
縁　

を
製
し
、
自
ら
に
受
け
た
施
入
銭
（
布

施
）
四
十
貫
文
（
四
十
両
）
を
添
え
て
早
速
に
化
縁
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
矢
畑
川
架
橋
の
世
話
役
に
神
宮
寺

村
の
大
通
院
と
自
耕
庵
（
現
妙
雲
寺
・
直
虎
ゆ
か
り
の

寺
）、
井
伊
谷
村
の
谷
津
川
架
橋
に
は
元
海
と
円
通
寺

庵
主
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。（
以
上
白
隠
著『
荊
叢
毒
蘂
』）

　

そ
の
後
二
年
余
を
経
た
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
二

月
に
白
隠
禅
師
が
発
願
し
た
新
橋
は
立
派
に
完
成
さ
れ

ま
し
た
。
矢
畑
川
に
架
け
ら
れ
た
神
宮
寺
橋
、
も
う
一

方
の
谷
津
川
は
少
し
上
流
で
当
時
の
金
指
か
ら
井
伊
谷

に
入
る
正
規
の
往
還
に
架
け
ら
れ
て
天
神
橋
と
云
い
ま

し
た
。
落
成
の
報
告
を
受
け
た
白
隠
禅
師
は
「
立
派
な

宝
塔
を
建
立
す
る
こ
と
に
勝
り
け
り
」
と
賞
嘆
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
橋
は
、
第
二
次
大
戦
の
頃
ま
で
地
元
の

古
老
達
は
「
白
隠
橋
」
と
呼
び
習
わ
し
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

癒
、
暑
さ
も
増
し
て
お
盆
を
迎
え
る
時
節
に
な
り
ま

し
た
。白
隠
禅
師
が
当
地
に
遣
さ
れ
た
ご
遺
徳
を
偲
び
、

ご
先
祖
様
の
ご
供
養
を
お
勤
め
い
た
だ
け
れ
ば
こ
れ
も

白
隠
禅
師
へ
の
報
恩
の
一
助
に
な
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
。

　

末
筆
乍
ら
不
肖
、
本
年
二
月
か
ら
総
長
の
席
を
汚
し

て
お
り
ま
す
。
誠
に
未
熟
者
で
あ
り
ま
す
が
、
何
と
ぞ

ご
法
愛
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
か
ら
二
五
七
年
前
の
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に

井
伊
谷
の
地
に
白
隠
禅
師
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、「
女
城
主
直
虎
」
で
全
国
に
そ
の
名
が
知
れ
渡
っ

て
い
る
龍
潭
寺
（
妙
心
寺
派
）
で
は
、
こ
の
年
、
井
伊

氏
始
祖
共
保
公
の
没
後
六
五
〇
年
の
遠
諱
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
井
伊
氏
代
々
の
御
廟
所
が
新
た
に
建
替
え
ら

れ
、
彦
根
藩
第
八
代
直
定
公
を
お
迎
え
し
て
八
月
一
〇

日
に
御
遠
諱
が
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
白
隠

禅
師
は
こ
の
大
法
要
に
招
請
さ
れ
、
百
人
に
及
ぶ
修
行

僧
を
引
連
れ
三
か
月
に
亘
る
結
成
（
坐
禅
や
一
般
へ
の

説
法
教
化
）
に
出
向
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

白
隠
禅
師
御
一
行
は
、
原
宿
を
出
立
、
四
日
目
の
午

後
、
龍
潭
寺
住
持
等
が
迎
え
に
出
た
祝
田
一
本
松
に
着

き
ま
し
た
。
禅
師
は
用
意
さ
れ
た
肩
輿
に
乗
ら
れ
、
金

指
関
所
を
経
て
上
野
（
井
伊
谷
東
側
）
で
川
を
渡
り
井

伊
谷
の
町
筋
に
入
り
西
進
、
龍
潭
寺
を
間
近
に
し
た
矢

畑
で
再
び
川
に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
橋
は
直
前

の
大
雨
で
流
さ
れ
て
い
て
禅
師
の
肩
輿
を
担
ぐ
人
達
が

腰
ま
で
の
水
を
掻
き
分
け
渡
り
始
め
る
と
続
く
修
行
僧

達
も
衣
を
腰
ま
で
捲
り
上
げ
多
勢
が
や
っ
と
の
思
い
で

白隠禅師筆『百寿』（方廣寺蔵）白隠禅師筆『百寿』（方廣寺蔵）

井
伊
谷
に
新
橋
二
つ
を
架
け
た
白
隠
禅
師

白
隠
禅
師
と
禅
画
・
墨
跡

方
広
寺
派
宗
務
総
長　

巨
島　

泰
雄

半
僧
坊
大
祭
に
つ
い
て

臨
済
宗
の
老
師
様
は
白
隠
禅
師
の
法
の
流
れ
を
汲
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
白
隠
禅
師
は
「
日
本
臨
済
宗
中

興
の
祖
」
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
白
隠
禅
師
は
民
衆
に
わ
か
り
や
す
く
禅
の
教

え
を
説
く
た
め
、
た
く
さ
ん
の
禅
画
を
書
き
ま
し
た
。

字
が
読
め
な
い
人
で
も
、
絵
を
見
て
禅
の
教
え
に
触
れ

て
欲
し
い
、
と
考
え
た
の
で
す
。
方
広
寺
派
寺
院
が
多

く
あ
る
遠
州
・
三
河
に
も
白
隠
禅
師
は
訪
れ
て
、
多
く

の
禅
画
や
墨
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
方
広
寺
で
は
、
地
元
の
お
寺
に
あ
る
白
隠
禅

師
の
禅
画
や
墨
跡
を
集
め
、「
遠
州
の
白
隠
禅
画
・
墨

跡
展
」
を
八
月
末
日
ま
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
近
年

は
芸
術
作
品
と
し
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
白
隠

禅
師
の
禅
画
。
是
非
ご
覧
頂
き
、
白
隠
禅
師
の
教
え
に

触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ　

し

け
ん
つ
い

し

い
よ
い
よ

そ

ま
く


